
                           操作説明会テキスト 
  （棚割編集編）  

 



本日のミッション 棚割の作成から取引先への提案まで 
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1-1.作成する棚割の品揃えを決める 

テーマ1：ゼロから2本パターンの棚割を作成する 

陳列する商品の括りを「飲料」や「菓子」などのカテゴリーとして登録し、棚割モデルに紐づけ
ます。各カテゴリーは「メーカー」や「品種」といった商品分類を組み合わせることができ、陳列
候補商品の条件（品揃え条件）を設定できます。 
 

棚割モデルに「カテゴリー」を反映させると、商品リストには条件に沿った候補商品が表示さ
れます。 

カテゴリーで設定した条件で
商品リストに反映します。 

◆ カテゴリーの概要 
Ⅰ カテゴリーの登録 
Ⅱ 商品リストへの反映 

[棚割操作]タブ ‐ [基本情報]をク
リックします。 

作成する棚割の「カテゴリー」を
選択します。 

④ 
⑥ 

⑤ 
⑦ 

① 
② ③ [マスターメンテナンス]タブ ‐ [カテゴ

リー]を選択します（①）。 
カテゴリーのコードと名称を入力（②） 
し、[詳細設定]をクリック（③）します。 
 
作成するカテゴリーの 
品種を選択（④）し、 
[分類絞込]をクリック 
（⑤）します。 
選択した品種に該当 
するメーカーが表示 
するため、[全て]（⑥）を 
クリックして[登録]（⑦） 
を実行します。 

◆ カテゴリーの概要 

Ⅰ カテゴリーの登録 Ⅱ 商品リストへの反映 
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1-2.什器を設置する 
テーマ1：ゼロから2本パターンの棚割を作成する 

Ⅰ 設置する什器の選択 
Ⅱ 台・段の追加／移動／削除 
Ⅲ 什器の詳細設定 
◆ 定番什器の保存 

台と棚の編集 
切り替えて使用 

[棚割操作]タブ - [新規作成]をクリックします。 
基本什器の一覧より、設置したい台を選択します。 

  
 詳細設定では、台高や台幅、棚高などを数値で設定、 
 または台や棚に色を設定することも可能です。 
 

 ［台情報］‥台幅や台高を数値で設定可能 
 ［棚情報］‥選択した棚板の種類の変更や、棚幅、棚高、奥行などを数値で設定可能 
 

Ⅰ 設置する什器の選択 

Ⅱ台・段の追加／移動／削除 Ⅲ 什器の詳細設定 

◆ 定番什器の保存 

設定した什器に名前を付けて保存し、 
台挿入時に選択可能です。 
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1-3.陳列する商品を選ぶ 
テーマ1：ゼロから2本パターンの棚割を作成する 

• JANコードで商品を検索する 
• 商品名で商品を検索する 
• JANコードのリストから商品を呼び出す 

[単品検索]タブでは、陳列したい商品の共通商
品コード（JANコード）を入力して、商品を呼び出
すことが可能です。 

[絞込検索]タブでは、別カテゴリーの商品も呼
び出せます。[文字検索]では陳列したい商品
を商品名で検索することも可能です。 

陳列候補商品のJANコードのリストなどをお持ち
の場合は仮置きスペースに商品を呼び出すこと
ができます。 

① お手持ちのファイルで対象商品のJANコードを 
   コピーします。 
 
 
 
 
 
 
② 「仮置情報」内で右クリックし、「クリップボード読込」 
   を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「ファイル読込」で読み込むファイルを指定することも
できます。 
 
③ 仮置情報に①でコピーした商品が表示されます。 
   仮置情報内の商品を棚に陳列可能です。 
 
 
 
 
 

※棚POWERに商品情報の登録がなければ、未登録商
品として表示されます。 

コピー 

商品名で商品を検索する 

JANコードで商品を検索する 

JANコードのリストから商品を呼び出す 
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1-3.商品を陳列する 

商品の配置モード 

「左詰め」「右詰め」
「均等」「自由」 
から選択可能 

テーマ1：ゼロから2本パターンの棚割を作成する 

• 陳列した商品の位置を整える・・・ 
• 商品を重ねて陳列する・・・・・・・・ 
• 陳列した商品の面を変更する・・・ 
• 商品を押し込んで陳列する・・・・・ 
• 新商品などを仮で陳列する・・・・・ 
• 販促物などを設置する・・・・・・・・・ 
• 商品を投込み陳列する・・・・・・・・ 
 

面変更 
[面変更]をクリックし、陳列面を変更したい商
品を選択します。 
[単品指定]画面にて、変更したい面を選択し
[設定]をクリックします。 
 

[範囲指定][棚指定]にて一括で変更も可能
です。 

※商品を陳列する前に商品リストで
あらかじめ陳列面を指定して陳列す
ることもできます。 

積上/積下 

陳列している面と同じ面で積み上げた
い場合は[積上（同一面）]を選択して、
棚内の商品をクリックします。 

[積上/積下]をクリックし

て、左記メニューより積
上げ方法選択します。 

陳列している面と違う面で積上げたい場合
は[積上（面指定）]、 「面指定」から積み上げ

たい面を選択して、棚内の商品をクリックし
ます。 

※積上げすぎた商品を削除する場合は 
[積下]を使用してください。 
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[配置変更] 
[積上/積下] 
[面変更] 
圧縮率（P.9参照） 
[ダミー商品] 
[フリー領域] 
[投込商品] 
 



1-4.作成した棚割を保存する 

基本情報に必要な項目を入力し、[保存]をクリックします。 

  

外部棚割モデル[*.TPW ]・・・・・・・・  棚POWER独自の形式であり再現性が高く、 
                        棚POWER同士でやり取りをする場合に使用。 
PTS[棚割配置情報]Ver1[*.csv]・・・ 他社棚割ソフトと棚割モデルをやり取りする共通のフォーマット。  
PTS[棚割配置情報]Ver2[*.csv]・・・ 他社棚割ソフトと棚割モデルをやり取りする共通のフォーマット。 
                          在庫情報や什器情報を持っているため、Ver1よりも再現性が高い。 
外部棚割モデル(旧)[ *.MDL] ・・・・ Ver17.00までの旧棚POWERとやり取りをする場合に使用。 

テーマ1：ゼロから2本パターンの棚割を作成する 

Ⅰ 作成した棚割モデルを保存する 
Ⅱ 棚割モデルを閉じる 
◆ 外部棚割モデルの形式 

[棚POWER]ボタンをクリックし、 
「閉じる」を選択します。 

Ⅰ 作成した棚割モデルを保存する Ⅱ 棚割モデルを閉じる 

◆ 外部棚割モデルの形式 
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台または段を複写する場合、陳列している商品や設置してい
るPOPを複写の対象にするかしないかを選択できます。 

複写オプションを設定後、複写したい台をクリックし、設置し
たい場所をクリックすることで台を複写可能です。 

保存している全ての棚割モデルから
「カテゴリー」や「作成日付」を指定し
て、表示する棚割モデルを絞り込む
ことができます。 
 
 

2-1.保存した棚割を呼び出す 
テーマ2：保存した棚割を利用して3本パターンを作成する 

Ⅰ 既存の棚割モデルを開く 
Ⅱ 台を複写する 
Ⅲ 棚割モデルを「名前を付けて保存」する 
◆ 複数の棚割モデルを並べて表示する 

「名前を付けて保存」をすることで、別の棚割モデルとして保
存が可能です。 最大4モデルまで開くことができ、同時に編集可能です。 

Ⅰ 既存の棚割モデルを開く 

Ⅱ 台を複写する 

Ⅲ 棚割モデルを「名前を付けて保存」する 

◆ 複数の棚割モデルを並べて表示する 

[詳細設定]から「棚割モデル名称」

や「作成者氏名」でも棚割モデルの
検索ができます。 
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[連結]をクリックすると連結の設
定画面が表示します。 
[連結／解除（段）]を選択した状

態で、連結させたい段をクリックし
ます。 

 
連結させたい段を有効にして、[設定]をクリックします。 
（隣り合う段の高さが異なる場合は連結できません。） 
 

 
 
 

隣り合う段の連結／解除 
台（隣り合う全段）の連結 
台（隣り合う全段）の解除 

設置している全台（全段）の連結 
設置している全台（全段）の解除 

 

連結した部分は黄色になります。 
連結部分には商品を陳列可能です。 

2-2.台を跨いで商品を陳列する 
テーマ2：保存した棚割を利用して3本パターンを作成する 

Ⅰ 隣り合う棚を連結させる 
Ⅱ 台を跨いで商品を陳列する 
◆ 連結機能の詳細 
 

連結を解除する場合は、チェックを無効にして[設定]をク
リックします。 

Ⅱ 台を跨いで商品を陳列する 

Ⅰ 隣り合う棚を連結させる 

◆ 連結機能の詳細 

8 



 
 

[詳細設定]をクリックして対象什器を選択します。 
[棚情報]タブで設定したい段を選択して50～100％
で圧縮率を設定します。 

[一括設定]で全ての台、段に
一括で圧縮率を設定可能 

[商品配置]タブ‐[商品詳細]を選択し、商品をクリックしま
す。 
 
商品情報のメンテナンス画面にて[詳細情報]タブで商品
の圧縮率の設定ができます。 
 
※商品情報のひな形を使用して一括登録も可能です。 

2-3.商品を押し込んで陳列する 
テーマ2：保存した棚割を利用して3本パターンを作成する 

• 什器に圧縮率を設定する（各段への設定） 
• 什器に圧縮率を設定する（全台へ一括設定） 
• 特定の商品に圧縮率を設定する 
 什器に圧縮率を設定する 

（各段への設定） 

什器に圧縮率を設定する 
（全台へ一括設定） 

特定の商品に圧縮率を設定する 

商品を圧縮したくない場
合は圧縮率を100％に設
定します。 
 

商品を圧縮したい場合は
圧縮率を50～99％まで
の数値で設定します。 
 

※商品ごとに圧縮の有
無を決める場合は下記
「特定の商品に圧縮率を
設定する」を参照してくだ
さい。 
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レイアウト内で項目
の追加、挿入、削除 

選択した項目の行数
を追加、削除 

選択した行に列を追
加、削除 

複数種類の設定を保存する場合は、 
[設定保存（お気に入り）]で設定を[登録]します。 
 
保存した設定を使用する場合は、 
[棚割帳票]画面の[お気に入り] 
タブから選択します。 

 

棚割帳票の一覧より出力したい帳票を選択し、 
[選択]をクリックします。 

帳票設定画面を閉じる際、
左画面が表示します。                 
「はい」をクリックすると、次
回開いた際にも同じ設定
で出力が可能です。 

 

選択可能項目より出力する項目を選択し、画面中央で棚割表のレイアウトを設定します。 
出力先を選択し、[実行]をクリックしてファイルの保存先を指定して出力を行ないます。 

3-1.「棚割図表」の作成 
テーマ3：棚割を利用して提案書を作成する 

Ⅰ 帳票の種類を選択する 
Ⅱ 棚割図表を設定、出力する 
◆ 設定した内容を保存する 
 Ⅰ 帳票の種類を選択する 

Ⅱ 棚割図表を設定、出力する 

◆ 設定した内容を保存する 
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必要な項目を「選択可能項目」より選択して出力します。 

比較対象モデルを[棚割モデル選択]より 
選択します。 
必要な項目を「選択可能項目」より選択します。 

3-2.「陳列商品一覧表」,「追加変更一覧表」の作成 
テーマ3：棚割を利用して提案書を作成する 

• 陳列商品一覧表を出力する 
• 追加変更一覧表を出力する 

陳列商品一覧表を出力する 追加変更一覧表を出力する 

[詳細設定]をクリッ

クし、「出力変更内
容」から確認する項
目を選択できます。 
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出力する台数や範囲、 
背景色を設定可能です。 

クリップボードやファイル出力して提案書など
に使用できます。 

3-3.棚割の画像を出力 
テーマ3：棚割を利用して提案書を作成する 

• 立体的な棚割の画面を画像として出力する 
• 棚割の画面を画像として出力する 

立体的な棚割の画面を画像として出力する 

棚割の画面を画像として出力する 

クリップボードやファイル出力して提案書などに 
使用できます。 
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[名前を付けて保存]画面にて出力先、ファイルの種類を選択し
[保存]をクリックします。 
 
 
 
 
 
下記「詳細設定」のチェックボックスを選択して、[設定]をクリッ
クすると出力可能です。 

 
 

[棚割操作]タブ - [開く]をクリックし
ます。 
[外部棚割モデル]タブを選択し、 

右側にあるフォルダーアイコンをク
リックします。 
 

[フォルダーの参照]画面より 
保存先を指定し、[OK]をクリックし
ます。 
 

棚POWER画面内にドラッグ＆ドロップすることで開くことも可能です。 

4-1.棚割モデルを渡す 
テーマ4：棚割データを渡す 

• 棚割モデルを外部に保存する 
• 外部に保存した棚割モデルを開く 

 
 

[検索]をクリックすると、モデルが一覧に表示します。 
表示したモデルを選択し、[選択]をクリックするとモデルが開きます。 

棚割モデルを外部に保存する 外部に保存した棚割モデルを開く 

13 

※外部棚割モデルのファイル
の種類に関しては6ページを
参照してください。 

※ 



サポートセンターのご紹介 

Ｑ：棚POWERの操作手順を教えてほしい  

Ａ：棚POWERの操作に関する不明点や、 
    ご要望があればサポートセンター   
    にご連絡ください。 

 

Ａ：よくある質問をQ&Aの形式で公開して 
  います。エラーの対処方法などを 
  確認したい場合にご利用ください 

 

Q&A 
参照方法 

Ａ：棚POWERの機能の概要や操作手順は   
  操作マニュアルをご利用ください。 
 

Ａ：操作テキストをHPで公開しています。 
  印刷して参考資料としてご使用くだ 
  さい。 

 

営業時間 10:00～12:00/13:00～17:00 (土日祝のぞく) 
電話番号 0120-987-571 
E-Mail   tp-support@cyber-l.co.jp 

Ｑ：棚POWERを操作中にエラーが表示した  

Ｑ：各機能の概要や使用方法を知りたい  Ｑ：棚割作成の流れに沿った資料がほしい  

 
 
 

操作マニュアル 
参照方法 

操作テキスト 
参照方法 

 
 
 

 
 
 

サポートセンター 
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